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「キャリア・カウンセリング」につな　「キャリア・カウンセリング」につな　

～世田谷区・世田谷区立富士中学校・三宿中学校より～

キャリア教育リーフレットシリーズ 特別編

今回は
東京都世田谷区

の事例です！

キャリア・パスポート 特別編９

を



キャリア・未来デザイン教育は，子どもたちが未来に向けて自分のよさや可能性を信じ，自らの

思い描く未来を実現するために世田谷区が大切にする教育です。先生方の既存の枠を越えた創意工

夫が実り，世田谷区のキャリア・未来デザイン教育がたくさん実現しています。キャリア・未来デ

ザイン教育について紹介します。

世田谷区　既存の取組をひと工夫で
“キャリア・未来デザイン教育”に
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※世田谷区教育委員会作成



※国立教育政策研究所「「語る」「語らせる」「語り合わせる」で変える！
　キャリア教育－個々のキャリア発達を踏まえた“教師”の働きかけ－」についてはこちらの二次元コードから。
　https://www.nier.go.jp/shido/centerhp/career_j ittaityousa/career-report_pamphlet3.htm

では，“「キャリア・パスポート」の活用”×“既存の取組をひと工夫”の実践を二校の中学校か

ら紹介します。

世田谷区立富士中学校では，「キャリア・パスポート」を三者面談で

活用しています。これまでは教師が作成した資料を基に面談が進行さ

れていましたが，それをやめて，生徒が記録・蓄積した「キャリア・

パスポート」を活用して，キャリア・カウンセリング※を行うことと

しました。令和３年度の校長先生，担任の先生方の声を紹介します。

富士中学校“つくる”を考える前に“つかう”を考えて

　「キャリア・パスポート」を作ることばかりに注目するとどうしても負担感
が…。むしろ，「キャリア・パスポート」があったらどう使うかを先に考えよ
うと思いました。
　真っ先に思い付いたのは三者面談での活用です。担任は，本人の記録を基に
生徒のよさや可能性を誉（認）めるのです。　
　生徒の意欲を喚起し，保護者との信頼関係を築く，最高のツールではないか
と思います。

　三者面談を終えて，生徒のよさや可能性，やる気を引き出し，自己肯定感を高
める評価とはこれ（キャリア・カウンセリング）なのではないかと思うようにな
りました。
　そして，我が校では通知表の１・２学期の所見欄を廃止するきっかけになりま
した。

　思ったよりも好評でした。生徒にとっては，自分の書いた「キャ
リア・パスポート」で面談が進められる安心感があったのでしょう。
保護者にとっては，生徒の文字や記述の内容から我が子の成長を
実感したのだと思います。

　保護者から「最近，家ではなかなか話してくれないので，学校で頑張ってい
る姿を本人の記録から知ることができてうれしかった。」と感謝されました。
　生徒からは「面談の後，親との会話が増えた。」との声もありました。これ
までも同じような面談をしてきたつもりですが，（自分の）記録を基にした振
り返りの大切さを改めて感じました。

校長先生

担任の先生

校長先生
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三宿中学校　“納得感”と“必要感”を大事に

「キャリア・パスポート」を活用して，面談でこれまでの生活を振り返った生徒は，こんな感想を

述べています。

中には，「キャリア・パスポート」を活用した面談をこれからの見通しにつないだ生徒もいました。

世田谷区立三宿中学校では，「キャリア・パスポート」の取組を“納得感”と“必要感”をキーワー
ドに進めています。令和３年12月 24日の終業式と学級活動の様子を紹介します。
　２学期末の終業式で校長先生は，３年生がこれから臨む面接試験について触れました。『面接試
験に向けて不安な気持ちをもっている生徒がいるかと思います。大事なことは“納得感”です。質
問の答えに“納得感”があれば，対話は流れるように進むはずです。しかし，答えに無理や不自然
なことがあれば流れは止まります。正解や模範解答はないのです。それぞれの経験や思いからどん
な高校生活を送りたいのか，どんな社会人になりたいのか，あなたらしい“納得感”あるストーリー
が紹介できればよいのです。そんな“納得感”を生み出す上で「キャリア・パスポート」は大きな
味方になるかもしれませんね。』その後，生徒は学級活動に移ります。
学級活動では，これまで蓄積してきた「キャリア・パスポート」を返却しながら担任の先生が自
己評価の“必要感”を次のように説きます。「５年後も必ず付き合っている人は誰ですか。」「そうです。
必ずとなれば自分しかいないのです。」「是非，２学期の自分のがんばりを認めてあげましょう。」生
徒は「キャリア・パスポート」に赤ペンで自分の成長を認めるコメントを書き込みます。
その後，担任の先生は「自己評価と他者からの評価のどちらが大事か。」と投げかけます。もちろん，
生徒からは「一生，付き合っていくのは自分しかい
ないから自己評価」「自分では認識できないことを指
摘してくれるから他者からの評価」と双方の“必要感”
が表明され，生徒は相互評価（キャリア・カウンセ
リング）の活動に移ります。
三宿中学校は，「キャリア・パスポート」の教師コ
メントを充実させ，通信票の所見欄を廃止しました。

　記録って大事ですね。いつもなら忘れていたはずのことが…。
　行事や定期考査のたびにコツコツと記入したことで，今，その
当時の思いを具体的に振り返ることができてびっくりしました。

　これ（「キャリア・パスポート」）を続けていくことで，３年，５年，10 年
前の自分と再び出会えることができるんですね。
　今から楽しみになってきました。(^_^)v

　自分で書いていますから，“自分の変化”を実感できました。親からも「あなたの
本音や普段の姿が分かって，うれしかった。」と言われました。(*^▽^*)

生徒

生徒

生徒


